
- 1 -

一 代 五 時 鶏 図 建治二年 五五歳

竜樹菩薩造 三五七八

大論云 十九出家三十成道

杜 順 和 尚
権 大 乗

三 七 日 智 儼 法 師
華 厳 経 華厳宗

二 七 日 法 蔵 大 師
実 大 乗

澄観清涼国師

説処寂滅道場也

結経梵網経

小 乗 倶舎宗
十二年

阿 含 経 成実宗 八 斎 戒

説処鹿野苑 律 宗 二百五十戒
ろくやおん

結経遺教経 道宣律師 五 百 戒

鑑真和尚

弥 勒 菩 薩 説 十大論師
瑜伽論

無 著 菩薩の書 有相宗 戒賢論師
むじゃく

深 密 経 法相宗
有 宗 玄奘三蔵

唯識論 世 親 菩 薩 造
慈恩大師

説処欲色二界 大 集 経
中間大宝坊に

して説く 仏心宗 達磨大師
楞 伽 経 或云教外別伝 禅 宗

達磨宗 慧 可
え か

結経瓔珞経
権 大 乗

方 等 部 善無畏三蔵

大 日 経 金剛智三蔵

密 宗 不 空
金剛頂経 大日三部経 真言宗

大日宗 一 行

蘇悉地経 伝 教

弘 法

三十年
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双 観 経 曇 鸞 法 師

観 経 浄土三部経 浄土宗 道 綽 禅 師

阿弥陀経 善 導

説処鷲峰山

結経仁王経

権 大 乗 百 論 提婆菩薩造 青 弁 菩 薩

中 論 竜樹菩薩造 無相宗 智 光 論 師
般 若 経 三論宗

十二門論 同 法性宗 羅 什 三 蔵

大智度論 同 空 宗 嘉祥寺吉蔵

已上四十余年の経をば権教・不了義経・未顕真実・随他意・方便と云ふ。

無量義経に云はく「方便力を以て四十余年未だ真実を顕はさず」

又云はく「無量無辺不可思議阿僧劫を過ぐるとも、終に無上菩提を成ずることを得ず。所以は何、
いかん

菩提の大直道を知らざる故に、険径を行くに留難多きが故に」
けんぎょう

又云はく「大直道を行けば留難無きが故に」

説処霊山会 密 宗 「世尊の法は久しくして後、要ず当に真実を説きたまふべし」
かなら

結経普賢経 天 台 宗 「種々の道を示すと雖も、其れ実には仏乗の為なり」
法 華 経

仏 立 宗 「正直に方便を捨てゝ但無上道を説く」

法 華 宗 「将に魔の仏と作りて 我が心を悩乱するに非ずや」
身子が疑
ひなり

高さ五百由旬広さ二百五十由旬宝塔に乗じて地より湧出す

多宝仏証明文

東方宝浄世界の仏なり

釈迦牟尼世尊の所説の如きは皆是れ真実なり。

涅槃経第六の文

双林最後説御遺言 依法不依人

四依菩薩

大 梵 天王

天 子 第六天魔王

釈 帝 桓因
主 天 尊

四 天 大王

世 尊 輪 王

違はば八 虐 諸 小 王
ぎゃく
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聖 師

凡 師 凡 師

初依菩薩 天台・南岳等位

聖 師

第 二 依 竜樹菩薩等

四 依

師 第 三 依

第 四 依 普賢・文殊師等

権 経 師

出 世 師

実 経 師

世 間 師 三 聖 等

父

親 母 伯父母二人

六 親 叔父母二人

兄 姉

涅槃経に云く、一体の仏、主師親と作る。親無く主無ければ家亡び国亡ぶ。

第九阿弥陀
大通智勝仏 十六王子

第十六釈迦

法華経第一比丘偈の文なり

「若し法を聞くこと有らん者は一として成仏せずということ無けん」
ひとり

千中無一


